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事業の課題

知見を広げる講座としては、大成功でした。
ごみ減量をに興味を持っていただく初めの一歩になればと思います。

平成25年7月4日（木）　13：30～15:00

JAとぴあ浜松　芳川支店２階会議室

土屋京子、丸橋紀、伊藤徳江、内山治子、髙根美保

使い捨てのショッピンバッグやスーパーのレジ袋に替わって、日本古来のふろしきがいま見直され
ています。持ちやすいエコバッグとしての活用法、過剰包装に替わるおしゃれなギフトラッピッング
など、誰でも簡単にできる、ふろしきの包み方、結び方を楽しいお話を交えながらお教えします。一
枚の布が持つ多様な機能や美しさ、そしてごみを出さないライフスタイルの提案など、現代の暮ら
しに活かせる、ふろしきの知恵をみんなで体験しながら、楽しく学んでください。また、地震などの災
害時に機能的な新聞紙を使ったスリッパも作ります。

事業の成果

JAとぴあ浜松農業協同組合　東南地区女性部「人生満喫塾　きらら」の26名が参加されました。
今回は、『リデュース』を中心に、ごみの発生そのものを減らすことの一例。
マイバッグを利用することや過剰包装止めてオシャレに「風呂敷」を使い誰にでもすぐにでもできる
『リデュース』の取組みを紹介しました。
また、新聞を使って簡単にできる「スリッパ」を作りました。参加者の皆さんの声は、「これで床の清
掃が出来るから、省エネ」とも言っていただきました。
併せて、「もったいない市」などのもったいない事業の紹介を通じ西部清掃工場を紹介と資源回収
事業（RS)も紹介しました。

講師派遣 事業サイクル 継続事業

活動の目的
３Rの啓発講座を開催。ごみ減量を身近な取り組みから紹介します。
「ふろしきエコラッピング＆新聞で作る防災スリッパづくり」

実施内容
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環境教育およびエコロジカルライフを実践するための講座開催事業

市民団体が行う環境活動

土屋　京子 NPO法人エコライフはままつ


